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第３章
妊婦の身体的変化
妊婦にはどんな体の変化が起きるのか？

なぜ肺炎が重症化するのか？



妊娠
と体変化

月経
0日目 授精

妊娠4週；妊娠反応陽性
妊娠5週頃; 胎嚢
妊娠7週頃;心拍
妊娠8〜10週;予定日決定
妊娠12週;初期検査

14週 28週 40週（予定日）
妊娠初期 妊娠中期 妊娠後期

約4週間毎の
妊婦健診

妊娠24週

約2週間毎の
妊婦健診

妊娠36週

1週間毎の
妊婦健診

1kg 体重増加

母体変化

10週
4kg 体重増加

20週 30週
8kg 体重増加 12kg 体重増加

胎動を感じ始める
お腹の張りが増える
浮腫みやすくなる

悪阻が落ち着いて
体重が増える

息が吸いづらくなる
階段で息が切れる

40週

貧血、凝固機能亢進

22週

流産

36週

早産

月経不順の際は
ズレる

臨月



循環動態の変化

日本循環器学会/日本産科婦人科学会.
心疾患患者の妊娠出産の適応、管理に関するガイドライン（2018年改訂版）

心拍数；
32週をピークに上昇

血圧；
体血管抵抗減少に伴い20週

まで緩やかに減少し、その
後上昇する

心拍出量；
妊娠初期から上昇し20〜24
週でピークを迎える

呼吸数；変化なし



なぜ妊婦の肺炎は重症化しやすいのか？

妊娠週数増加する
ことで横隔膜挙上

機能的残気量、
残気量の減少

黄体ホルモン

換気量増加
呼吸性アルカローシス

免疫寛容？

易感染性？

基礎代謝の増加
酸素消費量の増加

子宮底により
４cm横隔膜挙上

と、諸説あるが…….
妊婦は母体特有の変化から
ウィルス、細菌肺炎は増悪しやすい

解剖学的変化
代謝的変化
内分泌的変化

免疫学的変化

写真掲載の許諾を得ている



小括

•妊娠初期から血液学的に凝固機能亢進、貧血が進行する

•バイタルサインでは心拍数は増加し、血圧は20週まで低下しそ
の後上昇する。呼吸数は変化なし。

•妊娠週数増加に伴う呼吸器変化により肺炎は重症化すると考え
られている。よって妊娠後期で重症化する。



第４章
コロナ感染で妊娠の転帰はどうな
るか？
妊婦は感染してしまうと早産になるの？



新型コロナ感染で
早産は増えるのか？

2021年10月7日朝日新聞社の転載許諾を得て、一部抜粋（承諾番号：21-3284）
※朝日新聞社に無断で転載することを禁じる



人工早産と自然早産

•早産とは妊娠22週0日から36週6日までの出産

（ちなみに正期産は37週0日から41週6日）

（22週より前は流産）

・人工早産とは母体・胎児適応で妊娠終了となった早産

（例：妊娠高血圧、前置胎盤、胎児胎盤機能不全）

・自然早産とは切迫早産、前期破水から自然陣痛発来による早産



早産を示唆する世界のデータ

妊
娠
継
続
し
て
い
る
割
合(

％)

妊娠週数（週）

黒：COVID 19非感染

橙：COVID 19感染（無症状）

水色：COVID 19感染（症状あり）

18カ国（先進国、発展途上国含めオセ
アニア以外のあらゆる国が参加）
48施設

注意：
必ずしも日本の実状とは合わない
COVID19感染者の約40%が妊娠前から
肥満（日本より肥満の人が多い）

結果：
COVID19感染で妊娠高血圧腎症が増加
人工早産率が増加
自然早産率は変わらない

Villar J, Ariff S, Gunier RB, et al. Maternal and Neonatal Morbidity and Mortality Among Pregnant Women With and 
Without COVID-19 Infection: The INTERCOVID Multinational Cohort Study. JAMA Pediatr. 2021;175(8):817-826.



妊娠高血圧、妊娠高血圧腎症

•妊娠時に高血圧を発症した場合、妊娠高血圧と呼ぶ。

•血圧 収縮期血圧140、拡張期血圧90 mmHg以上で診断

•全身に症状が出ることがあり、蛋白尿以外に、神経、肝臓、腎
臓、血液凝固障害、子宮内胎児発育不全（胎児体重が小さい）
場合は妊娠高血圧腎症と呼ぶ

•常位胎盤早期剥離、痙攣（子癇）、脳出血などのリスクがある

•自宅血圧測定により早期発見につながる

•症状に浮腫があり、著明な体重増加に注意



他国に比べ肥満妊婦が少ない日本のデータは？



重症度別の診断週数と
分娩週数・方法（軽症・中等症Ⅰについて）

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

36週以前でコロナ感染症の増悪のために
人工早産となった例はない。

６４例のうち
自然早産は１例（1.５％）
妊娠高血圧は２例（3％）で人工早産

HDP＝妊娠高血圧



重症度別の診断週数と
分娩週数・方法（中等症Ⅱについて）

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 



コロナ陽性妊婦で他に上昇するリスク

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

人工早産は増加するが
自然早産は増えない

妊娠高血圧は増えない
胎児発育不全は増えない
流産・死産が増加しない



2021.9.3 NHKニュース.2021年10月7日閲覧
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210903/k10013242071000.html

コロナ自体が早産や流産を起こすわけではなく、
コロナまたはコロナ疑いの妊婦が適切なタイミングで
医療機関に受診ができないことが問題

コロナ陽性妊婦がすぐに受診ができるような
医療体制の構築

そして自宅療養中の患者の緊急度を適切にア
セスメントすることが重要

2021年10月7日朝日新聞社の転載許諾を得て、一部抜粋（承諾番号：21-3284）
※朝日新聞社に無断で転載することを禁じる



小括

新型コロナ感染症で

•肥満妊婦では妊娠高血圧のリスクが増えるかもしれない。

→軽症・中等症でも自宅療養する際は血圧には要注意（特に肥満）

•自然早産は増加しない。

•自宅療養中の患者の受診の緊急度を適切にアセスメントすること
が重要である。



第５章
妊婦における
新型コロナ肺炎の重症化リスク
どんな妊婦の肺炎が増悪するの？



コロナ陽性妊婦が中等症・重症化する
リスク因子
１妊娠週数（1回目参照）

２母体年齢

３母体体重（BMI）

４喘息などの呼吸器疾患合併症

５アレルギー歴



重症化するリスク因子（母体年齢）

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 

一般人口での

リスク因子は
65歳以上



母体年齢と重症度



重症化するリスク因子（母体体重）

一般人口での

リスク因子は
BMI30以上

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 



重症化するリスク因子（呼吸器疾患）

一般人口で言
われている
糖尿病,高血圧
悪性腫瘍は

リスク因子で
はない

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦
の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 



重症化するリスク因子（アレルギー歴）

出口雅士、山田秀人.国内でのCOVID-19妊婦の現状 ~妊婦レジストリの解析結果
(2021年9月15日付中間報告) 



新型コロナ肺炎の重症化リスク（まとめ）

リスク因子が複数に
及ぶこともある



ワクチン接種と妊婦の重症化予防

•コロナワクチン接種により重症化を防げる。

•胎児への影響や産科合併症の発生は報告されていない。

•授乳中でも接種可能である。

•パートナーや家族のワクチン接種も重要である。

•ワクチン誘発性免疫性血栓性血小板減少症が報告

されており、mRNAワクチン（ファイザー、モデル

ナなど）の接種を推奨している。



第２回のまとめ

•妊婦特有の身体的変化と重症化リスクに留意しながら

持続的な家庭での患者観察が重要である。

特に妊娠高血圧と肥満

肺炎重症化リスク

妊娠25週以降、年齢（31歳以上）、呼吸器疾患既往、アレルギー

・ワクチン接種は重症化リスクを下げるため妊婦とその家族に勧める


